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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS C 60364-4-42:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 C 60364-4-42：2022 
 (IEC 60364-4-42：2010＋AMD1：2014) 

低圧電気設備－第 4-42 部：安全保護－ 

熱の影響に対する保護 

Low-voltage electrical installations-Part 4-42: Protection for safety- 

Protection against thermal effects 

 
序文 

この規格は，2010 年に第 3 版として発行された IEC 60364-4-42 及び 2014 年に発行された Amendment 1

を基に，技術的内容及び構成を変更することなく作成した日本産業規格である。ただし，追補（amendment）

については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

420.1 適用範囲 

この規格は，低圧電気設備（以下，電気設備という。）が，人，家畜及び財産に与える次の危険からの保

護対策について規定する。 

－ 電気機器に起因する熱の影響，材料の燃焼又は劣化，及びやけどの危険 

－ 電気設備からバリアによって隔離されている近傍の他の防火区画へ延焼する火災時の炎 

－ 安全設備を含む電気機器の安全機能の低下 

注記 1 熱の影響に対する保護に関しては，国の法的要求などが適用される場合がある。 

注記 2 過電流保護は，JIS C 60364-4-43 で取り扱われる。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60364-4-42:2010，Low-voltage electrical installations－Part 4-42: Protection for safety－Protection 

against thermal effects＋Amendment 1:2014（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

420.2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格のうち，西暦年を付記してあるものは，記載の年の版を適用し，その

後の改正版（追補を含む。）は適用しない。西暦年の付記がない引用規格は，その最新版（追補を含む。）

を適用する。 

JIS C 3665（規格群） 電気ケーブル及び光ファイバケーブルの燃焼試験 

注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60332 (all parts)，Tests on electric and optical fibre cables 


